
申込専用FAX 03-5436-7745  

●申込方法 

1．申込書が届き次第、請求書・聴講券・会場案内図をお送りいたします。 

2．お申し込み後はキャンセルできません。 

  受講料は返金いたしませんので、ご都合の悪い場合は代理の方がご出席ください。 

 

3．申込み人数が開催人数に満たない場合等、状況により中止させて頂くことがございます。 

4．定員になり次第，申込みは締切となります 

会社名  事業所・事業部 

 

住所 

〒 

TEL  携帯電話  

 所属部課 氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ） E-mail   

受講者1    

受講者2    

今後ご希望しない案内方法に×印をしてください（現在案内が届いている方も再度ご指示ください） 

〔 郵送(宅配便) ・  ショートメッセージ(携帯電話)  ・ e-mail 〕 

個人情報の利用目的 

 ・セミナーの受付、事務処理、アフターサービスのため     ・今後の新商品、新サービスに関するご案内のため 

 ・セミナー開催、運営のため講師へもお知らせいたします 

・申込書に必要事項をご記入の上、FAX（03-5436-7745）にてお申込みください。 

・ホームページからも申込できます。 https://www.gijutu.co.jp/ 

「生成AI特許調査実務」セミナー申込書 

 （Live配信/アーカイブ配信 下記のいずれかに☑を入れてください） 

□ Live配信  (No.611113)   開催日：１１／１２ 

□ アーカイブ配信 (No.611165)  配信期間：１１／２４～１２／４ 

★生成AIで、特許検索・英文読解・文献整理を効率化する！ 
             ～検索式作成からスクリーニング、要約・比較まで 

★生成AIを活用した、精度の高い特許調査の進め方が分かる！ 
     ～検索・英文特許読解・技術／競合分析からファクトチェックの手法まで学べる 

セミナー№６１１１１３ 

●講師：トヨタテクニカルディベロップメント(株) IPソリューション事業本部 商品開発事業室 

AI商品開発・AIS支援G 小田 紘之 氏 

Live配信
または

アーカイブ配信

生成AIを活用した特許調査の実務 
～検索スキル・技術調査・英文特許読解の新しい進め方 

 

●聴講料：1名につき 38,500円（消費税込、資料付） 
 〔1社2名以上同時申込の場合のみ１名につき33,000円（税込）〕 

〔大学、公的機関、医療機関の方には割引制度（アカデミック価格）があります。〕 

●日   時：2026年11月12日(木) 14:00～17:00 
●会   場：Zoomを使用したLive配信 
      ※アーカイブ配信は11/24～12/4に実施 

【講座主旨】本講座は、特許調査の基礎から主要な特許検索
データベースの実践的な活用方法、さらに生成AIを用いた調査
業務の効率化までを体系的に学ぶことを目的としています。特
許調査は、研究開発、事業戦略、競合分析、権利侵害リスクの
把握など、企業活動において重要な役割を担います。一方で、
検索式の作成、英文特許の読解、大量文献のスクリーニング、
調査結果の整理には多くの時間と専門知識が求められます。本
講 座 で は、J-PlatPat、Espacenet、PATENTSCOPE、Google 
Patentsなどの特徴を理解し、目的に応じた検索手法を習得す
るとともに、生成AIを検索式作成、要約、比較、競合分析、レ
ポート作成に活用する具体的な方法を解説します。また、ハル
シネーションや特許解釈の誤読、機密情報、著作権・知財面の
リスクなど、生成AI活用時に不可欠な注意点も取り上げます。
AIを単なる自動化ツールとしてではなく、調査品質を維持しな
がら業務を高度化する補助者として活用するための実務的な視
点を身につける講座です。 

【講座内容】 
第1部 特許調査の基礎と生成AI活用の全体像 
・特許調査の目的と種類 
・生成AIの基本特性 
・知財業務におけるAI活用領域 
・知財業務における人とAIの役割分担 
・AI活用による業務効率化の具体例 
・特許調査に必要なプロンプトの考え方 

第2部 特許検索データベースを用いた特許検索の実践 
・特許検索の基本的な進め方 
・J-PlatPatの特徴と活用法 

・Espacenetの特徴と活用法 
・PATENTSCOPEの特徴と活用法 
・Google Patentsの特徴と活用法 
・商用特許データベースの紹介 
・検索式作成への生成AI活用 
・スクリーニングへの生成AI活用 

第3部 生成AIによる英文特許の読解・要約・比較の効率化 
・英文特許読解における課題 
・生成AIを利用した英文読解、要約 
・長文特許の効率的な読解方法 

第4部 技術調査・競合分析への生成AI活用 
・IPランドスケープの進め方 
・特許と非特許文献の統合活用 
・強み・弱み分析への活用 
・競合企業分析の進め方 
・レポート作成の効率化 

第5部 生成AI活用時の注意点と実務上のポイント 
・ハルシネーションの典型例 
・生成AI出力のファクトチェック方法 
・特許解釈における誤読リスク 
・機密情報の留意事項 
・著作権・知財面での注意点 
・社内ルールとガバナンス 
・生成AI活用に適した業務・不適な業務 
・調査品質を維持する運用方法 
・今後の生成AIと知財業務の展望 

【質疑応答】 


